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２０１５年８月４日 

SARD Racing Project 
スーパー耐久シリーズ２０１５第４戦オートポリス 

クラス２位走行中に無念のリタイア 
 

  

８月１日（土）２日（日）オートポリス（大分県日田市上津江町）で開催されたスーパー耐久シ

リーズ２０１５第４戦「TKUスーパー耐久レースinオートポリス」（３時間）にSARD Racingは、

「SARD Racing RC350」（柴田優作／片山義章／平手晃平）でＳＴ-３クラスに参加。クラス６番

手（総合１８位）から平手選手がスタートダッシュを決め、２２周目にはクラス３位（総合１１位）

に浮上する快進撃を見せた。そして、３８周を終えて交代した柴田選手が、さらにクラス２位に順

位を上げてトップを追いかけていた矢先の４７周目、４コーナー（５０Ｒ左カーブ）にてマシント

ラブルが発生。その後、スロー走行でピットに戻ろうとしたが、これ以上の走行は危険と判断。第

２ヘアピンにてコースサイドにマシンをストップさせ、無念のリタイアとなった。 

■１日（土）公式予選レポート 

前戦富士から完全にリペアされ、ボンネットに新たにエアアウトレット付きの軽量パーツを導入

した「SARD Racing RC350」。３１日（金）に行われたSTEL専有走行の３セッションではドライバ

ーが順番にマシンをチェック。セットアップとタイヤの確認、ロングランなどの走行プログラムをこ

なし、平手選手がクラス３番手でＲＣ３５０勢トップタイムをマークするなど順調な出だしとなっ

た。翌１日（土）１０時５０分から行われた３０分間のフリー走行でも、平手選手がＳＴ-３クラス

３番手タイムとなる２分０４秒４１０で、再びＲＣ３５０勢トップタイムをマークし、「順調に仕上

がっていて、これからが楽しみ」と手応えを感じさせる平手選手のコメントとなった。 

雲一つない快晴の中、１３時５０分から開始されたＡ

ドライバー予選に柴田選手が登場。初めて走るコースな

がら専有走行からセッション毎にタイムを縮めてきてお

り、３周目にマークした２分０５秒３６９で７番手タイ

ムとなった。続いて１７分遅れで開始されたＢドライバ

ー予選には平手選手がドライブ。僅差の争いの中で、フ

リー走行のタイムを上回り、再びRC350勢のトップタイ

ムをマークしたものの、わずかに他のライバル勢にかわ
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されてしまい、２分０３秒５４３の５番手タイムとなった。Ｃドライバー予選は片山選手がユーズド

タイヤで時間いっぱいまでロングラン走行し、２分０８秒１５５の７番手に。結果、公式予選はＡド

ライバー柴田選手とＢドライバー平手選手の合算タイムで、結果ＳＴ-３クラス６番手（総合１８位）

となった。 

■２日（日）決勝レースレポート 

決勝日、午前８時から３０分間のフリー走行が行わ

れ、各ドライバーが走行順に搭乗し、クルマを確認。平

手選手のマークした２分０５秒３４３のクラス７番手

（総合１７位）で決勝への準備を無事整えた。 

真夏の入道雲が立ち上る快晴の中、１３時２４分に３

時間の決勝レースがスタート。クラス６番グリッド（総

合１８位）から、スタートドライバーを担当した平手選

手が見事にスタートダッシュを決め、オープニングでク

ラス５位（総合１５位）に。さらに追い上げを見せる平手選手は、２２周目にはクラス３位（総合１

１位）に浮上する快進撃を見せた。そして、予定通りに３８周を終えて交代した柴田選手が、さらに

クラス２位に順位を上げてトップを追いかけていた矢先の４７周目、３コーナー（５０Ｒ右コーナー）

にて異常を感じ、次の４コーナー（５０Ｒ左カーブ）にてマシントラブルが発生。その後、スロー走

行でピットに何とか戻ろうとしたが、これ以上の走行は危険と判断。第２ヘアピンにてコースサイド

にマシンをストップさせ、無念のリタイアとなった。 
 

■ドライバーコメント 

●柴田優作 

「平手選手から僕に代わって８周目の３コーナーで違和感を感じた後、４コーナーで異音とともにマシントラ

ブルが発生。クラス２位を走行中だっただけに残念です。中々上手く行きませんがクルマは確実に進化しまし

た。次戦以降また頑張ります。たくさんの応援ありがとうございました」 

●平手晃平 

「走り出しから順調でＲＣ３５０勢の中でトップタイムを常にマークするなど手応えを得ていて、クラス６番

手から僕がクラス３位まで、柴田選手がクラス２位まで順位を上げていただけに悔しい結果です。次戦岡山ま

でにしっかりと原因解明をし、残す２戦は皆さんに良い報告が出来るように頑張りますので、引き続き SARD 

Racing を応援よろしくお願いします！」 

●片山義章 

「自分の走りに関して色々と勉強中で平手選手、柴田選手にたくさんのアドバイスをもらえて一緒に走れる環

境に感謝しながら走っています。結果としてリザルトは残りませんでしたが、非常に勉強になったレースウィ

ークでした。次の岡山は一番走り込んでいるサーキットなので良い結果を残したいと思います」 
 
■情報参照先 

●スーパー耐久シリーズ公式サイト  ：http://www.supertaikyu.com 

●サード公式ウェブサイト  ：http://www.sard.co.jp 
 

■本リリースならびにチームパートナーシップに関するお問い合わせ先：広報担当：宮本 e-mail: media@sard.co.jp 
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